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製品分類（PSC)数の推移

エコリーフの製品グループの拡大

2002 2003 2004 2005 2006

エコリーフ対象が、「製品」から「サービス」へと拡大している

・事業開始当初（２００２年度）は、製品グループが主体で普及

・部品グループも徐々に増加し、サービスグループも増加中

・系統電力

・卸電力

・電子投票

・ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ

・食材配送

製品種類の数（PSC数）：５４件
（２００７年３月現在）

製品種類の数（PSC数）：５４件
（２００７年３月現在）
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エコリーフを公開した企業一覧

2007.4.2

ラベル公開数：４３０件

（累計５７０件）

ラベル公開数：４３０件

（累計５７０件）
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まとめ

○ライフサイクルシンキングが徹底された企業活動の展開．例えば、サプライ
チェーンの川上・川下企業の連携を通じた資源投入の抑制や資源の利用
効率を高める高度なリサイクルを推進．

○各国の国情の違いを踏まえつつ、我が国の先進的な取組を世界に発信する
ことで、３Ｒの取組環境の共通化を推進．規格策定を戦略的に活用．

○新たな３Rの推進に向けて、企業、消費者、市場の連携を強化するため
の仕組み作りが重要．


